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研究成果の概要（和文）：　第一に、公民館、図書館、博物館、その他集会施設も含めた教育文化施設の歴史や
原理に関わる基本文献を収集し、検討を進めた。
　第二に、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、当初予定していた各地の文化会館の訪問調査、関係者への
聞き取りに関しては計画変更を余儀なくされたが、収集した各地の文化会館の資料の目録作成を進め、完了する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research was to investigate the history of the Public 
Hall after World War II.
  First, I collected and examined a wide range of basic literature related to the history and 
principles of educational and cultural institution, including public halls, libraries, museums, and 
other public spaces.
  Secondly, due to the spread of the new coronavirus infectious disease, I had to change the 
original plan for visits to the public halls in each region and the interviews with the people 
concerned. However, I collected the materials of the public halls in each region. I proceeded with 
the cataloging and was able to complete it.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
第一に、教育文化施設はいかなる意味で公共性を有するかという原理的歴史的問いを提起した。
第二に、本研究を通じて、文化施設関係の資料を、公共性をもつ文書として社会の中に位置づけていく必要性を
提起した。今回作成した目録をもとにアーカイブ整備の準備を進めているが、文化会館の設置運営に関する資料
は所有者が明確ではなく、公文書としての位置づけも弱い。そのため散逸の危険が非常に高く、廃棄されてしま
う例も多い。文化会館の歴史は、施設の歴史にとどまらず、施設が位置づく都市の歴史であり、社会の歴史でも
あるため、関連資料整備や保存公開の原則、仕組みの構築など、今後も実践的な調査研究が求められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
今後目指される持続可能型社会において、豊かな生活を創出する拠点として 文化会館は可能

性を持つが、その価値は必ずしも明らかではなく、財政難、自治体改革の中で存在意義が厳しく
問われている。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、公民館、図書館、博物館等の施設に比べ施設理念が曖昧な文化会館を対象に、

戦後日本の都市・地域において果たしてきた役割を歴史的に検証することにある。本研究では、
これまで申請者が実施してきた第 2 次大戦終戦直後までの文化会館研究の成果を踏まえ、戦後
日本の文化会館の整備過程を、①特徴的な館の歴史、②背景となった自治体施策等の検証、③国
内外の民間施設も含めた比較研究という調査を通じて明らかにする。それにより、文化会館の施
設理念を歴史的観点から明確にし、同時に「箱モノ行政」というやや一面的な評価にとどまって
いた戦後日本の教育・文化政策の歴史を検証することで、今後の社会における文化会館の果たす
可能性を展望する。 
 
 
３．研究の方法 
以下の方法で調査を進める。 

【課題１ 第二次大戦後の日本における文化会館の整備過程】戦後の文化会館の整備過程の概要
を、資料調査から明らかにする 。 
【課題２ 施設建設の背景となった自治体行政施策等の検証】施設建設の背景について、各自治
体の資料調査、設置に関わった自治体職員、市民、有識者、企業関係者等へのヒアリングを通じ
て明らかにする。 
【課題３ 国内外の民営も含めた関連施設の比較調査】日本の文化会館の多目的性、官民入り混
じった多様な主体による設置運営という特徴は、「多目的は無目的」、施設理念の曖 昧さといっ
た観点から批判されてきたが、そのある種の曖昧さが作り上げてきた文化的な公共性の層の厚
みは、他国に比しても 独自の意味合いを有する。このことを、国内外の民間多目的文化施設の
実態調査から示す。 
 
 
４．研究成果 
現地調査を基盤に据えた本研究の遂行は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受ける

こととなった。しかし、資料研究、文献研究に重点を切り替えて、今後の息の長い施設研究の基
盤を形作ることができた。 
 
（1）文化会館のアーカイブに向けた基盤資料整備 
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、当初予定していた各地の文化会館の訪問調査に関

しては中止を余儀なくされた。その代わり、寄託を受けていた各地の文化会館の資料の目録作成
を進め、完了することができた。この目録は、散逸の危機が叫ばれている全国の文化会館に関 す
る資料のアーカイブ整備に向けた基盤的な資料となる。現在、同資料をもとに、アーカイブ整備
の準備を進めているところである。  
 
（2）教育文化施設の歴史・原理についての基盤的調査 
文化会館だけでなく、公民館、図書館、博物館、その他集会施設も含めた教育文化施設の歴史

や原理に関わる基本文献を収集し、検討を進めた。 
特に、各施設の有する原理の部分に注目した。例えば文化会館であれば、集会と娯楽という二

大機能がある。博物館であれば、資料保存、展示公開、調査研究、教育普及といった基本的機能
がある。これらの機能はどのように構築されてきたのか。多くは、近代国家の成立発展と重ね合
わされて論じられてきたが、より根本にある人が集まる行為や共同で知を産出していく営為は
古今東西にみられる。このようにより原理的に考えていくことは、たんに個別の館種ごとに制度
や歴史を研究していくだけでは得られない、およそ人間にとって文化的な空間はなぜ必要なの
か、という大きな問いに直面することになる。 
この問いは、教育文化施設の存立基盤に関わる。またこのことは、新型コロナウイルス感染症

拡大に伴い、集まるという行為に大きな制約がかかったなかで、インターネットの登場以上のイ
ンパクトをもって、より根本的に問われている。 
今後、こうした教育文化施設の歴史と原理に関する基礎研究を引き続き進めていきたい。 

 
（３）文化施設関連資料の公共性 



成果の一方で、課題もみえてきた。最大の課題は、研究の基礎となる資料の扱いである。文化
会館の設置運営に関する資料は、各会館、設計者、行政など、所有者がはっきり決められてはい
ない。また、公文書としての位置づけも弱く、散逸の危険が非常に高く、廃棄されてしまう例も
多い。文化会館の歴史は、施設の 歴史にとどまらず、施設が位置づく都市の歴史であり、社会
の歴史でもある。文化会館に関する資料整備や保存公開の原則、仕組みの構築など、今後も調査
研究を進めていきたい。 
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